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HMS.Challenger号 は英国を出発してから約 2年半
後の1875年 (明 治 8年 )4月 13日 に江戸湾 (東京湾)に
現われた。詢合体修理のため横須賀港で約 1ケ月ドック入
りした後, 日本の南岸 と瀬戸内海への航海に向った。航
海日誌によると5月 12日 江戸湾を出て,城ケ島を廻 り,
江戸湾の西隣の湾 (相模湾)で一日中観測と生物採集を
行った。 14日 潮岬に西進 し,オ フィサー達は見物のため
｀
串本村
″に数時間上陸。15日 には神戸沖に停泊し,10日

間自由行動が許され,研究者達は古都 ｀京の者5″ を尋ね
ている。25日神戸を出て明石海峡で採集しながら瀬戸内

海を西に進み,26日 坂出の西で ドレッヂしたのが図に示
す介形虫を含む st.233bのサンプルである。
Challenger号 が持ち帰ったサンフ・ルの介形虫に関して

1ま G S Bradyが 1880年 1こ 研究をまとめ, 日本近海でιま
st 233bよ り5新種を含む 3属 9種 (現在では 9属 9種 )
が記載された。この中で,図に示したものは Trachy‐
leberis属の模式種になっており,現在 British Museum
に保管されている雌雄の副模式標本の右殻である。雌は

卵を抱 くためづんぐりと短かく横に3、 くらみ,雄は細長
くスマー トであるが,殻の後半分を占めるほど生殖器が
異常に大きい。この種類だけでなく,同時に記載された
8種の介形虫は日本の各地の浅海に生膚、し, また化石 と
して日本各地の第二紀層から発見される。このため Cha―

nenger Reportは 化石の研究者にとって重要な文献とな

次

植 村 泰 忠

森 野 米 三

古 澤 潔 夫

西 島 和 彦

中 村 圭 子

飯 田 修 一 ・……

(2)
(3)
(4)
(10)

(12)

(13)

(19)

マ青 刻く音召→七・…,・。(20)

〈学音67肖息〉

-1-

っている。 (地質 :池谷仙之 )



学部長退任のあいさつ

本年3月 末日で任期満了となりますので学部長を退任することに

なりました。非力な私が 3年間何とかその任に耐えられましたのも,

理学部内外の多〈の方々からかよせいた いゞたか力添えと御寛容と

によるものでありまして,退任に当り心から御ネL申 し上げる次第で

す。

新学部長のもと,新たな気分で理学部が一層充実に向うことを期

待してごあいさつと致します。皆様どうも有難うございました。

昭オロ51年 3月 31日

植 村 泰 忠

建議 議 の理学部5号館-51.3.18竜岡門にて撮影一     
｀

(2帥%広角レンズ使用 )

-2-



新幹線から赤富士を眺める

まだ学生であった頃,そ れは晩秋のことであった

が,山 中寮で始めてVЬ めた日の出の富士はまことに

印象的であった。あけや らぬ空を背景 としてそ ゝり

立つ富士が,あ かねに映え,そ して刻々rc色 をかえ

てこがねに輝 き,そ のはてに山肌の一つ一つをはつ

きり見せて来 る移 り変 りは, この世の ものとは思え

ぬ ものであった。

その後 も富士はいろいろの場所か ら眺めて来たが,

場所がかわればそれぞれに趣 きを変える。大観や,

林武,梅原龍二郎など多 くの人々が,富士を画いて

厭 くことを知 らなかった気持は,私達 1/C共通の もの

といえようか。

新幹線で往復するようになって,昔の東海道線 よ

り高い位置か ら眺めた富士は,一段 とその高さを増

した感じである。車窓か ら眺めている内に, 昔の山

中寮での感激を思い出 し, この列車の内から赤富士

が見えないであろうか と考えるようになった。

6:30

場l 171   名    %   ス
日の出時刻 (静岡 )と 新幹線の列車時亥1

赤富士を眺めるため 1/rは , 日の出時刻に,(日 の

入りの赤富士もあろうが,それはひとまず考えない

こととする ),富 士の見える場所に居ることが必要

である。新幹線から富士を眺める最良の位置は,ま

ず三島駅である。一方, 日の出の時刻は一年中日々

に変化する。かりに理科年表で静岡の日の出時刻を

採ると上図の通りで, ひかり 1番列車は三島駅を 6

時45分 に通過するから, この日の出時刻に三島1/C居

ることのできるのは,12月 13日 前後と2月 3日 前後

野 米  三  (化学・名誉教授)

に限る。富士が赤く映えるのがこの日の出時刻 (そ

れは静岡で海面の高さのもの )の前後何分であるか

によって,上記の期日の前後の数日が可能な期間と

なる。ひかり2番列車は三島駅を 6時 57分 に通過す

る。赤富士が, 日の出時刻のあと2分以上つゞいて

いるならば, 日の出のおそい元旦前後には, ひかり

2番列車で赤富士を見ることができよう。

新幹線は三島を過ぎてから,愛鷹山の丘陵の蔭に

入って, 富士は見えなくなるが,富士川の辺に来て

富士は再びその全貌をあらわす。この間の距離は約

25たπで, ひかりで約 10分か ゝる。それ故に,元旦前

後のひかり 1番列車 1/C乗 れば富士川附近で赤富士が

見 られるかも知れない。 もっとも富士川附近はいさ

さか西へ廻りすぎて赤富士を斜めに見る嫌いはまぬ

がれない。

ともられ,三島 (富士川を含めて )で赤富士を見
るためには,ひ かり1番 または 2番列車に乗らなけ

ればならない。た ゞじ冬の間の限られた期間だけし

か可能性はない。

赤富士を見るチャンスは上述の場所の他 1/C今 一つ

の可能性がある。それは新横浜を過ぎて暫 くした所

相模川を渡ってから小田原に着 く手前の間 (平塚市

の北部にあたる )で ,三島ほど近くlrc見えないので

あまり気付かれていないが,箱根の山々と月沢の大

山との間に,富 士はその山容をかなり大きく見せる。

この場所はひかりで東京駅から約23分 ,こ だまでは

新横浜駅から約15分 である。この 2月 号の時刻表か

ら計算すると,左 の図の点線で示 したように, この

場所で日の出 1/C遭 うチヤンスは,

ひかり1番 は11月 18日 前後と2月 25日 前後

ひかり2番 は12月 2日 前後と2月 13日 前後

ひかり 3番は12月 16日 前後と2月 1日 前後

こだま 1番 は12月 4日 前後 と2月 H日 前後

の 4列 車となる。赤富士が, 日の出時刻の前後 1/r何

分見えるかによって,上記の期日の前後に数日の可

能性がきまることとなる。

さて,最後に,上に述べた推測を実際に確かめた

経験を述べたい。期日は12月 16日 で,問題のこだま

1番 に乗つた。 しかしずっと昔 (昭禾M4年 )の こと
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であったので,列車のタイムテーブルは現在の もの

とは違っていた。平塚を通 る時亥」は 日の出時刻の 3

分前の予定であった。 もちろん雲や霞があっては赤

富士は見えないか ら,前 々か ら天気予報 を眺めて大

丈夫 と思われる日を選んだ。い くら天気が良 くても,

見えるか見えないかは現地に行って見なければわか

らない。そ こにス リルがある。まだ暗い内に起 きて

東京駅か らこだまに乗 った。空は満天の星であっれ

品川を過 ぎる頃ようや く空が しらけ始めたが,相模

川を渡 った所で,予想通 り,紫 がかった富士を見た。
この場所ではや 長ゝ く, 2分半ばかりの間富士を眺

めることができるが,紫か ら赤に変った所で,残念
ながら富士は箱根 の山に隠れた。丹那 トンネルを出

るまで, どうなっているか ワクワクしていたが,三
島1/C来 て見ると,す で 1/C日 は高 く昇って,真 自の富
士になっていた。天気が よくて,宝永山の上か ら昇
る雪煙がは っきり見えた。

以上が私の経験である。上 には, 静岡の標準の日

の出の時刻をもとにして考えたが,赤富士が見える
のはこの時亥」の前の何分であるか,それとも後の何
分であるかが問題 である。赤富士となるためには大

陽の光があたらねばならないか ら,日 の出時刻以後
のものであると単純 にはきめられない。事実, さき

の こだま 1番 では平塚で日の出時刻以前に赤富士を

見ている。それは,富 士山頂は海面線 よりも日の出
が 8分程早いはずであるからである。富士が赤 く映

える時刻は,麓の 日の出時刻に くらべてどうなって

いるのであろ うか。

そ もそ も美事 な赤富士が見 られるためには,地平

線上の雲のた ゝずまいが どんな有様であることが望

ま しいか, また富士山のまわりでどうあってほ しい

か, などが もっと興味ある問題である。それによっ

て,新幹線か ら赤富士が見える期間 もはっきりでき

るであろ うと思 う。近頃山中湖畔のホテルで,富士
を見ることを売物 にしているホテルが あるが,一つ

の場所に腰をおちつけてこれらの関係をしっ くりし

らべて見たい ものである。

大学の植物園 サ・工・フ

はじめに :植物園に20年以上も奉戦していた私は,国立大学
の植物園とは何か,と いうことが常に頭からはなれませんでし

た。退職に際して,国外のあちらこちらの,主 として国立の乃

至国立大学の植物園について,見てきたこと,考えさせられたこ

とを,具体的には,パルカン地方,南欧,中央 ヨーロッパ,北

欧の各地方膜 1/Cそれぞれ 1,2の例を選び,つずってみてみたい

と思います。

ユ ー ゴース ラピア共和 国 々立 Trsteno植物園は ,

ア ドリア海 に臨む DubFOvnik市 の郊外 にあつて,市

の給水のための水源地 で もある。 Dubrov nik(旧 名

Ragusa)(=Eichendorf)は ,そ の名が示す よう

に, カンの木 の村 を意 味 し,附近一帯 に カ シ類 (こ
こではQuercus ilex)に 限らず,温暖な地中海沿岸
の気候に影響されて樹木の多いところで, また中世

以来の厳 しいアリストクラティックな政治体制と統

治組織によつていたRagusa も,甚 だ特殊な都市国

家であったが,古 くから国外遠隔地との交易が盛ん

で海外各地から多くの植物が集められていた。この

植物園の歴史 も古 く,1502年 に, この地に宮殿が建

設され,その庭園が造営されたのが園の創始であつ

澤 潔  夫 (植物園)

た。園内の樹種の多いことと,そ の生育のみごとな

ことは驚 くばかりで,見馴|れた種類の樹でも,高 さ

や,樹令だけでなく, よく枝をはった樹形全体の量

感に圧倒された。現在, この国の科学アカデミーの

もとのある生物学研究所 (本部はZagreb市 にある

一 後述 )に属する。

また別 1/C,DubrOvnik市 の対岸の海上にある小島

LOkrumは島全体が植物園として管理されている。

これは,園内が典型的な地中海的植生で占められ ,

自然保護地域に国から指定されている。こゝには一

部に地中海特有のmaCChie(第 2次大戦中, ナテス

に対する, レジスタンス・グループのマキー団の名

で知られた,深 く茂った叢林―ブッシュ )が発達 して
おり, それ以外は,高木の樹林てかかわれたArbO―

retum(樹 木園 )で もある。この園の起源は, オー

ストリーのHabsburg家 のMaximilian(Franz

JOsefの兄弟 )が , この島を買って, ここに小さな

居城をかまえ,19世 紀のほぼ中葉,周囲に大きな庭

園を造ったのにはじまり,現在,居城のあとは, 自
然史博物館となつている。

古



Saraj ev。 大学の植物園。 Sarajevo市 は, ユー

ゴー連邦内のボスニア・ヘルツェゴビナ共和国の主

都で, I vall山 脈によつて, ア ドリア海からは, さ

えぎられた内陸気候地帯にあり,附近の植生 も沿岸
地方とは対照的である。アドリア海に注ぐMilijaz―

ka河 の左岸にひらけたSarajevO市 の大学には,
次の 3つ の植物園がある。

l  BOtaniとki vrt zemaljskejmusel(Hortus

BOtanicus Sarajevoensis)

2  Planiska BOtaniご ka Basta Trebeviる  Su―

lnarski Fakultet.

3  Botaniとka Basta Alpinetum Sumarski

Fakultet Universiteta u. Sarai evO.

以上の諸園に くらべて, Zagreb大 学の植物園は ,

ユーゴ国内では,近代的設備 という点では最 も進ん
だ内容を持ち,そ の所属は Farmaceutsko― bioc he―

mij ske Fakultet(薬 学・生物化学科 )。 主都 Bel―

gr adに 次 ぐ,第 2の都会である,こ の街には,1868

年以来ユーゴー・ ァヵデ ミーの本拠があり,そ れよ

り以前1669年 ,既に基礎を置かれた Zagreb大 学は,

今一つの植物園 (Botaniske Urt Svencilista Pri―

rodostovno Matematicki Fakultet〔 理学科 〕に属

す る小さい植物園 )を 持 っているが, いずれも,中

央 ヨーロッパのものとは比較すべ くもないこと, い

うまでもない。植物園が,立派 1/C整 備 されているこ

とは,そ の国の文化の進度如何 とは, うらは らに ,

国内の緑の 自然の豊かさとは,一 少 くともヨーロッ

パでは 一 反比例 しているとい う比肉な現象か。

イタリー, スイスには大学附属の標準的な, また

歴史 の古い植物園が多い。有名なものより,特色の

ある ものを拾 うと,北 イタリーAostaに 国立の高山

生物研究所 (Stazione di Biologia Montana)を 持

つ 高山植物園 Qar dino Alpino“ Paradisia"
があり, この附近一帯,約 ∞,00011aが 国立公園
ParcO Nazionale Cran Paradisia 1/C指 定されて1/Nる 。

研究所は1864年 設立 された比較的新 しい極めて小規

模の もので,今後の課題 をか ゝえているが, 全 く快

適な北イタ リーアルプスの素晴 しい環境の うちにあ

り,1974年 の夏を, この研究所内の宿合に過 した こ

とは好き思い出となった。

研究上 の目的で もあった,シャリントウ属 Oolone―

asterの殆ん ど南の端の分布状態を,その 2種 0
integer rimusと C.tom entosus lrCついてみることが

できたが,こ はゝ中央ヨーロッパの多 くの種の分布の南

限を確かめるの に必要 な地域の一つである。禁猟に

なっている貴重な動物スタインベ ッタ S tein“ ck

をみかけたが,特産の多数の昆虫もあると聞〈。
スイスの東南部の州Tessin(Tizzin。 )の Lago

MagiOre(マ ジョル湖 )上に浮ぶ小島 Isole di

Bri ssago植 物園は,現在, Zurich大学の附属植物
園 (本国はZu richに ぁる)の 分園である。嘗て, こ

の島は私有の自然庭園であったが,1949年,州 の公
有となり,後にZt rich大学の管轄下 1/C移管された。
1969年 の秋 訪れた際には, Zuri ch大学のP10f.

Markgrafが か られ (1山 rkgraf教授は前職剣饉nchen

大学から移った方 ),詳 しく園の由来について説明
をうけた。所謂国有になってから,園 内の既存の植

生を保存するだけにとゞまらず, さら1/C島 とい う立

地条件を活用し,人為的に作り出した植相を, 自然
のごとくに管理 して,植物の本然のすがたを認識す
るよすがとするため,気 象インディケーター植物を

選び, アルプス越えの GOthard峠 の向う北側のZtrl―

ch本園と, こちら南側の Brissago分園とでの 比

較栽培,暖地植物の試作,た とえば, ソテツCycas

はスイスの国内の他の場所では育生困難なのに,当

地では良好な結果が得 られる原因は何か, などの問

題に就いての生育条件の解析,ま た,生 きた標本館

Herbarium vivumや ,生態ロック・ガーデン, さら

に全 く人為的に制御した植物共同体の unitを作制す

る試み,た とえば園内に,全 く未知の自然界にない

未経験な群落として小規模な林を,意識的に作りだ

し (無意識lrcは,あ ちこちでやられているが),植物

学の専門家の研究対象としての素材提供を含め,そ

れを超えて,文化全般の領域の活動にたずさわる研

究者に,内 容豊富な実地の教材を供給するとい う,

や 突ゝ飛とも思われる課題。このためには,技術者

には,植物地理学的,生態学的基礎知識と,生 きた

造園学上の aestetic(美 学的 )な センスも要求され,

一つのフィクションである外来植物の創意的組合せ

による未知の植相の創造のため,陽樹・陰樹の組合
せ,相互の干渉と平衡を洞察する,基礎 と応用の高
度な
α
知恵 "が必要となる。こゝの園の技術者のあ

いだには,同時 lrc,戸 外の青空の下での 一 自然の

気温,光,地温などの立地条件が植物育生の基本で,

K lilna tron,栽 培調節温室などは,補助手段にすぎ

ないという,機械文明の進歩による弊害に対する単
なるレジス トを超えた姿勢もみ られた。

スイスには, このほか,Gen`ve大学に,植物学史
のうえでも重要な役割を占める,現在でもよく整備

された植物園があり, Lau sal■ne,Basel,St.い llen



などにもそれぞれ中規模,標準的な大学植物園があ
る。 オーース トリーのWicn,Graz,I● nsbFuck各大学

植物園も, とりたて 述ヽべるはどの特長はないが,

共通なこ
｀
とは, Munchen,Hamburg,Be rlin― I)h―

lemの,所 IIB西 ドイツの御三家といわれる 3大植物

B,rlin― D ah l eln植 物園の大温室

園, LondOnの Kew植物園, Parisの 国立 自然史博

物館附属植物園など 同ゝじく,訪れてみて感じられ

るのは,旧い歴史とヽもに定着 した,そ の園の伝統

的な性格から,新 しい時代に即応 した思いきつた近

代化への改革を試みることは容易でないという現1場

職員達の脳みである。歴史ある大学植物園が,将来

の,少 くとも現rC動 きつゝある新時代の社会的要請

に対応した改革を,理念的には目下の課題としてい

る様子がうか えゞるが,既存の規模の大きいこと ,ゝ

永き伝統 と因習に縛 られた悩みもあつて,現実の面
に現れた動きは遅々としているという印象をつけた。

こゝでは, あえて,比較的新 しい大学植物園の例と
して, Frankfurtの GoOthe大学の植物園をとりあ

げてみたい。西 ドインは,東 ドイツとともに,大学

植物園が最も整備された国の一つとい うことができ

るだろう。 Frankfurt市 には,市立の植物園である

PalmengaFtenと ,Goethe大学植物園とが,相互の機

能を重複させないようrC,併設されている。両者とも,

市の中心から西北方に当る街はずれにあり,後者は

南,東および東北側は広大なOruneburg公園と境し,

西および南西狽1は,前記の Palmenga rtenに接する。

現在の地に園の設立が始められたのは,1937～ 39年

で,第二次大戦と,終戦後の数年間,工事が中断さ

れ,1949年 に再び着工 し,約 10年 をかけて完成した。

1969年 訪れた時の園長 Prof.Egleは ,植物生長生理学 ,

光合成の専門家であり,田宮博先生(本学の前応微研

所長 )の ことをよく噂 してかられた。 Egle教授は ,

この園の設立の頃,長靴をはいて,造園工事にもた

ずさわったと聞いた。以来10年間,園の経営に従事

され,植物園職員の信望 も絶大で,昨年1975年 に,

多 くの人々に惜しまれて亡 くなられた。この植物園

の前身は,現地点から程遠くない,大学本部の構内

圭警掛な ,電靡幕霧夕品援
段は,それぞれ散室,研究室の建物外観,
示す。



Goethe大学植物園内のFachbereich Biologieの 建物

にあった。その創立者は有名な」Oh.Ohrist ian

Senkenbergで ,その名を記念 した Senkenberg Mll

s e lllllは ,生物学,主 として背椎動物学研究の一中
心となっている。植物園の変遷の歴史については,

Eglc教授の著書 rCも みられ, 周知の“D ichtung

undヽ bヽhrheit"rCみ られるように,詩人ゲーテの意
見が植物学の面でも反映し,刺激とならたことが知
られる。当地の人,Goethe大学の職員は,150年後
の今日,実験温室や, Klimakalllmerの 実現を以て ,

これに近代的な意識で応えようと考えている。植物

園は,科学教育と研究に貢献する使命を持つとい う
創立者の主旨は,キ ャンバスの移転や管理者の交代

を通じて,そ の精神がうけ継がれ,機能に応 じて隣
接する市立の Pal menga rten(こ の敷地も,も とOoethe

家の寄附に始ると聞 く)と もお互い 1/C相 補い,無益
の重複や競合がないように配慮されて運営されてい

る。私 も滞在中,Egle教授 の要請により,植物学
教室の学生の Praktikumに タッチ した限りでは,Goe―

the大学植物園と, Palmengartenと を目的によ

り有機的に利用できるのには感心させられた。人事

交流も, ある程度は両者間に行なわれている。園内

には,植物教室,動物教室のほかに微生物学,人類
学の教室もあり,動,植,人間という対象によって
の区別と,併せて生物学的問題の提起によって,各
分野の有機的な綜合を,一つのキャンノヾス内で,成

じ遂げようという方向で,共同研究を促進 し,生物
学,遺伝学,動物行動心理学 (ミ ツバチの生態 ,コ ウ
モリの行動生理など),人類学,生化学,生物物理
学,物理化学の境界領域の研究分野の発展をめざす
とい うことが, うたわれていた。キャンバスの一角

に栽培温室に接 し,職員,外来研究者のための宿泊
室,食堂と,特 に,園の技術職員の厚生施設が,小
規模ながらしつらえられてあり, こゝのGastzi貯

merに 筆者 も再度,お世話 lrcな った。敷地の大部分
を占める苑地は, Soziologic(生 態学 )区域で,そ
のなかに湿性および乾性草原 (Wiese),湿 原 (Moor)

荒地草原 (Dttne), ヒース (S teppenheide),高 山性

草原 (Alpinum)お よび,幾 つかのタイプのコーロ

ツパ各地方の混清林のモデル地区などが設けられ,

園のほ ゞ中央には人工的な富栄養池 (oligo trophな

Teich)が あり,こ れも3～ 4年 ごとに浚渫工事で

改新される。小規模の薬用,園芸用などの標本国の
ほかに,プ ランカの類や, トマ ト, あるいは穀類な

ど農産栽培植物の発達史を示す展示標本国,接木雑
種の実例 (Hab∝ landtの Crataeg∝mespilusな ど)

もみ られ,教育的にもかなり完備されている。
邸 in市立植物園では,(F r ank furtの Palmen―
garten 1/C立 派な温室があるので,Goethe大 学の

植物園では重複を避けていたのと同じようlrC)Kbin

大学の研究資料植物が,み ごとに育生管理されてい

る例をみた。1974年 東京で,日 本植生学会の国際シ

ンポジウムが開かれた際に来日した, KOin大 学の

Jensen教授が,日 本から採集して持ちかえられた,

シラネヤオイ, Ranzan ia(ト ガクシシヨウマ)な どの

貴重な生品が,開花結実 し,研究資料として,血清
反応で植物成分の比較か ら系統類縁関係を追求 して

いる彼の研究室で用いられているのを,1975年 に

」ensen教 授を訪ねた際にみせられた。同時に,彼の

友人でもある,K61n市 立植物園の Dr,KOch氏の努力

によるものであることを,国立大学と市立植物閲と

の関係の一夕1と して興味深〈聞いた。

また, ドイツ国内では,あ るいはヨーロッパで一

般に数多い園が,お互いに努めて同じタイプの園に

なることを避け,で きるだけ特色をだすようにして
いる。(これは ,真似をすることを恥とする自負′いに

よるのであろうヵ、)西 ドイツだけではないが,園の

すみずみまで神経のゆきとゞいた管理がなされてい

る大学植物園の長は,すべての例で,10年 前後のキ

ャリアをもつ園長のもとに管理運営されている。前

述 Egle教授のほか,Kopenhagen大 学の植物園の



PrO f.Ols∞ ,Tёchn.hiv.植物園の PrOf.Aach

ほか,多 くの例をみる。逆に短期間で,そ の長が ,
たらい廻しに交代するところでは,長期的展望がえ
られず,、 職員の意慾はあっても,コ ンセントレイト

されず,徒 らにダイパースしているという現象が,
いく箇所かの例でみられた。

地中海に臨むOosta Brava(スペイン)の Mar i
Murtra植物園

スペインの地中海沿岸の6sta Bravaに Mar i

Murtra植物園という,いつ風変った,地 中海岸一帯
の生物学的研究所を兼ねた園 (el Jardin Botanico,

Fundacion Carlos Faust,Mar i Murtra)が ある。園

の名は sea and myrtusを 意味しmy rtusは ヴィーナ

スの神木で,地 中海沿岸の指標植物の一つでもある。
その創設者が, ドイツHessen州 出身のDr.Karlos

Faustで ,彼が若き日に,天啓により南方の地に,

植物研究の新天地を開拓する使命を感じ,ス ペイン

国内でも特異なカタロニア文化圏にある Oosta Bra―

vaの B lanesと いう小さな漁村にやって来て,当 時
ブドツ畠であうた村はずれの高台に,最初の鍬を入
れたのが, この植物園の発端であった。1874年 生れ

の彼が少年時代にFrankfurt a,Mainで 学んだこと

など,や 伝ゝ説的ともいえる,その小伝を植物学に

関する雑誌で読んだ筆者は, Frankfurt滞 在 中の

1970年 の 5月 ,Blanesに Mar i Murtra植物園を訪

れた。門をはいってす ぐ正面にFaustの 胸像があり,

彼は, この地に亡する迄,独自のプランによって園
の設営に従事したこと,彼の死後,園 の管理はスペ

イン人の同志財団法人によって行なわれ,前記の研
究施設に移行 したことなどを知った。この施設は,

外来研究者に対して公開されている。訪れたとき,

丁度,地 中海沿岸の指標植物の葉の気孔開閉に就い

て,そ の機構の解析的研究がなされていて,蒸散作
用と,葉の温度,気温,湿度,太 陽光線のheliOch―
ronic prOcessを 記録するField workが みられた。

一方,園内には,地 中海沿岸植物を主とすることは
勿論であるが,国外の熱帯,亜熱帯植物が豊富に植
栽されていて,入園者に対する教育と,併せて,自

然愛好者に休養と,魂のやすらぎを兼ねさせる雰囲
気を提供する公共施設であるように心がけている様

子がうかゞえた。これに対 して, Barcelona植 物園

は,同 市の港の背後の高台にある,標準的な古い植

物園で,コ ロンプスの柱像を眼下にみおろす,台地の

斜面が苑地となっている。丁度 5月 の季節でもあっ

たため, マツパギタ類 (A izoacё aeツ ルナ科Mesenr

brianthemum)の 綺麗な花が,標本園花壇に咲きみ

だれていた。 Barcelona大 学には,植物教室のす ぐ

傍に, さすがに植民地関係の学部研究室,教室があ

って, この国の特殊性を感じさせられ, イギリスt
オラングの嘗ての植物園にみるように,植物園の来

歴の一つの原型が,植民地植物の研究κあつたこと

Tl,ingen大学の植物園と生物学関係の研究室の建物。
写真中央に調節栽培温室TrOpicariumが みられる。
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Tubingen大 学の植物園,TrOpicari umと その下の
斜面に標本園がみ られる



を思い しらされた。

いまひとつ,関心を もってみてきたことは,大学

植物園の移転の例である。かなり多 〈の古い大学が

狭 くなった旧市内のキャンバスを,郊外に移す 1/C当

つて,広義の生物学関係乃至,理学関係の諸研究室
の研究環境 として,植物園の広い地域 を占める設営
がなされた例をみることができた。(Tubingen大 学

の生物学科,写真参照 )現 に進行中の場合 もかなり
ある。(Gbttingen大 学)こ の問題は, 日本で も将来の ,

然 も近き将来の課題 と思われる。

国外の植物園を訪れて,わ れわれが思っていたよ

り, Holtus BotanicuS Koishika、 vaensis Univer―

sitatis Tokioensis(東 大小石川植物園 )の 名が多

くの人び とに知 られているのに驚 く。 5万坪の土地

を昔の人は, もっと有効に使 う知恵があった ように

みえる。甘藷先生 (青木昆陽 )の記念碑,小堀遠州

設計の日本庭園,厚生施設 としての養生所跡,精子

発見のイチョウを見るにつけて も, さらに近 くは ,

日本の植物生理学 ,生化学発祥の地 である,柴 田桂

太先生記念室などを,今 日のわれわれは,単 なるモ
ニュメン トとして眺めるだけ 1/C終 ってはなるまい。

最後 1/C,ネ カンジナヴィア半島のい くつかの古い

大学植物 園,一 Uppsa la,Gё thcborg,Lu nd,Kopen―

ltage n,Oslo,Belgenな どを訪れたあと,Sweden
のHelsilngbor g自 然植物園をみた感想 を述べたい。

デンマークの1ヒ の端 Heisingorか ら, スエーデンのそ

れにょ〈似た名の街比 IsingbOrgへ は,両国の間を船
で連絡する最短距離である。この古い小 さな,み な

と街は,船付場から斜面でゆるやかに高台につずく,
よく整備 された緑地 ,墓地や公園にもゆとりの感 じ

られる閑静な雰囲気をもつ。その街はずれに,自 然

植物園 (Botaniska Tridg:rden inom predriksdal

Friluftsm■seum,Helsingborg==The Botanical

Garden Within the open air museum Of Fredriks―

dal,HelsingbOrg)が ある。園は1918年 ,市 のMu―

seumが 個人の荘園を,そ の館 とヽもに寄附 を受け

たとき1/C始 る。寄贈者の証書に,所在地の一部が,
植物園を建設するために使われ ること, とあった。

園内の植樹な どが活発に促進されは じめたのは ,

1936年 頃で, Lund大学の PrOf Nlls Syl、ざn と,
市のMuseu mの Dr.H Vallinが ,園 の長期的展望
をふまえた構想 と,詳細 な植栽区分 ,造 園設計の立

案にあたった。現在で も, Lund大学の植物学研究

室から資利の供給,調達 など有効かつ適確な指導を

うけ, お互いに交流をはかっている,と いう。 Sk:ne

地方の 自然植生の一部を国内に と,こ んで,そ の植
生 タイプを PrOtO― typeの モデル とした もの,逆に

経済的 1/C重要な栽培作物 を雑草植生 といっしょに栽

培 し,除草剤を全 く使用 しない (嘗て一度も使用した

ことのない )地 区などを設ける創意工夫がみられた。

所謂,雑草が耕作地から除草剤で急、速 に消えてい く

今 日,本来の BiotOpe(幾 つかの plant community

か らなるpl ant associatiOn)を 保存する意図がそこ

1/Cあ る。現在,園のスタンフとして専 門的な研修を

経た Skane地方の Floraの 研究者や,植物生態学 を

修めた技術者が任命されるシステムになっていて ,

比較的短期間のあいだに約 900種の植物 を園に導入

することができたと聞く。内容からみても,Skhe
地方で珍 しい種や絶滅のおそれのあるものを含むば

かりでなく,科学的価値の高い当地方特有のBi。 一

topcの 要素をも含んでいて,種類乃至 ●onmunityの

保存に貢献するとい う意義がある。さらに conunll―

nityの成立 と発達の時間的経過を比較研究するため

の準備 も進行中で, このような, 自然界の摂理の基

礎的研究の地道な努力が, 自然の保護管理にも通ず

ること 思ゝわれた。現園長のDr.Merker のか宅に

一晩泊めて頂いて,雑談のうちlrc, うか ゞったこと

は, このような植物園の今後新しい時代に対応しての

価値を,社会的な観点からいえば, できるだけ広〈

世間の諸階層の人びと1/C認められるようにすること

一 つまり,将来の植物学者,生物学者,教師や学
生には勿論のこと,そればかりでなく,一般の民衆
で自然に関心をもち,そ こから学ぼうとするひと,

さらには素朴で田園詩的な欲求をもつすべての人間

に欠〈ことのできないコーナーとしての存在価値を

認めさせることであろう, と。 Helshgborg植 物園

では, 自然を総合的にみるという主旨から, こゝで

行なわれている教育のうちに,地質,鉱物, 自然地
理学の基礎的なカリキュラムを含めているばか りで

なく,素朴なが ら,地学分野の資料も, ある程度整

備されつ ゝある。以上で,厳密な意味では,大学の

植物園以外のものにふれよが,帰 国後,わた〈しは,
大学植物園に限定 して,そ の将来像 と展望 1/Cつ t/hて ,

各植物乃至生物学研究室にアンケー トをとり, これ

を参考に, ひるがぇって,本学部の植物園をかえり

みてみたが,今後の課題が如何 1/C重いかを痛感 した。
植物園というのは,基礎理学 (数学を含めての )勉

強のため, “知慧のいこい (憩い )の樹蔭 “を供す

る森であるとい う, イギリスの詩人のことばにふさ

わしい所でなければならない。
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グッチングン(月沈原?)市は,古ぃ大学街で,旧市街には,ガ ウスの銅像などがみられる
上図は18世紀のG6ttingen大学嫌 物園と,その研究室の建物。現在は,旧市街内のこの場所から,郊外に移転が進行中。

ハイゼンベルク教授を悼む

ロ
ロ
■
↑ 彦 (物理)島西

二月初めに新聞紙上でハイゼィベルタ教授の言卜に

接 した。一月に肺癌で重態であるということを聞い

たばか夕であった。奇しくも量子力学建設後丁度半

世紀目であった。云うまでもなく,ハ イゼンベルク

は,量子力学の建設,特に行列力学の創始者として,

或いは不確定性原理の発見者 として,及び其の他の

多くの重要な研究で知られる今世紀最高の物理学者

の一人である。戦前は彼の研究室は理論物理学のメ

ッカであり,多 くの優秀な物理学者が集った。日本

からも菊地 ,藤岡・朝永等の諸先生方がハイゼンペ

ルクの許で研究をされ, 日本にも知己が多かった。

私がハイゼンベルク教授に初めてお目にかかった

のは今から丁度二十年程前のことである。朝永先生

を通じてグツチングンにあるハイせンベルクの研究

所へ来ないかとの話があり,昭和三十一年一月にグ
ッチングンのマッタス・プランク物理学研究所へ赴

いた。私が着いた頃には,ハ イゼンベルタはスコン

トランドに講演旅行中でグッチングンには居られ現

か目にかかったのは二月になつてからであった。そ

の留守中に,研究所に居る若い ドイツ人から,色 々

と彼に関する予備知識を与えられた。

当時の ドインは,戦争の痛手から完全に回復 して

からず,到 る所で戦争の痕跡が見られた。例えば,
色々の役所に行 くと,そ こで働いている人は殆んど

例外なく戦傷者ばかりであった。どうやら公共の役

所では戦傷者を優先的に雇っていたようである。ハ
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イゼンベルク個人 も戦争ではかなり精神的痛手を こ

うむった らしい。初めてお目にかかった時の印象は,

伝説的な俊英 とい うよりはむ しろ好々爺 とい う感じ

であった。色々と昔の逸話で聞いていた鋭さは全 く

感じさせず,当 時五十代の半ばであつた筈だが,ず

っと年をとっているような感じを与えた。ハイゼン

ベルク自身の環境は第二次世界大戦を境として完全

に変 1)て しまった ようである。

その第 一の原因は, ア メリカからの度重なる招聘

を断 って最後までナチス ドイツに止 ったこと,及 び

アメ リカ 1/C原 爆を創 らせることになった ドイツでの

原爆研究に加 った とい うことであろ う。その結果 と

して, ハイゼンベルクはユダヤ系の物理学者の憎 し

みの対象となって しまったようである。

この ようなデ リケー トな問題の真相は, ドイツlrc

日の浅い外国人等には判 らないが,そ の後研究所の

お茶の時間等に,時 々ハイゼンベルクは若い者を集
めて音を回想するという形式で戦争中の事を話 して

聞かせた。

自分は ドイツ人であるから ドイツのために ドイツ

に最後 まで留っていた。 しか しドインに留 って もナ

チスには協力しなかった。当時ユダヤ人の発見した

ことを一切排除 して建設 した ドイツ物理学 とい うも

のがあった。 この主唱者はシュタルク (シ ュメルク

効果の発見で ノーベル賞受賞 )等 のナテス物理学者

で,ア インシュタインの発見 した相対論 を排除 した

狂気の物理学 とも云 うべきものを信仰 していた。 ハ

イゼンベルタは良心的な物理学者 として, このナチ

ス物理学 と随分烈 しくやり合つたらしい。 しか し流

石のナチス もこの高名な物理学者の ことは処理 し兼

ねたようである。

原爆に関 しては,彼は到底戦争に間 1/C合 うとは思

っていなかった。勿論当時の ドイツの国力を考えて

の上であったであろう。 しかし彼 lr■ ドィツの物理学

者を戦場 に送 らないですむように,或 る程度の研究

続行を進言 していたらしい。 しか し勿論実際には作

ろ うとは しなかった し,ま た作ることは到底出来 な

かったら しい。彼に よればこんなものを本気で作ろ

うと努力をすることは狂気の沙汰であり,本当に作
って しまったオンペンハイマーの ことを批判 してい

た。そ してその時は彼自身も色々と中性子を使った

実験をや り,大 変楽 しかったと語ってt/hた。

本′心は ともあれ,表面的にはナテス ドイツに協力

した形になり,そ のためlFC戦後随分苦労されたらし

い。その結果 として, 戦前は
'‐

口とした丼手の物 J‐f

学者 だつたのが,戦後はすっか りと老け込んで しま
ったとい うことを聞いた。私がグッチングンを去 っ

て次 rr‐行った所は, アメリカのブルックヘ ヴン国立

研究所であった。ここの物理の主任は, ス ピンの発

見 で有名なカウス ミットであった。彼は私がハイゼ

ンペルクの所か ら来たと云 うと馬鹿にハイゼンベル

クの悪 口を云 うので何故だか判 らなかった。後に私

は或る本を読んでやっと判つたのだが, カウス ミッ

トにはオラング系の‐ダヤ人で,彼のオランダに残
っていた家族はナチスのために皆殺 しにされて しま

った。そ して戦争末期に, ドインの原爆研究の秘密

をソ連に奪われるのを防 ぐためにハイゼンベルク等

を捕えるためのアルゾス機関が組織された時 に, カ

ウス ミットはその責任者 として ドイツに赴 き,ハ イ

ゼンベルクを逮捕 したのだということであった。逮

捕されたハイゼンベルク等の ドイツ人の物理学者達

は, イギ リスの古城に半年間幽閉されていたという。

この幽閉時代のことは, ハイゼンベルクのお茶の

時間の話題 として慶 々登場 した。家族 との連絡が断

たれていたとい うことを除いては,大変優遇されて

いたらしい。

或る時ハイゼンベルクが監視のイギ リス将校 に,

自分が誰であるか知っているか と聞 くと,ベ タン元

師だろうと答えたとい う話は彼の十八番であった。

さてこの頃マックス・プラ/ク 研究所 をグッチン

グンからミュンヘンに移す とい う話が具体化 してい

た。 日本でいえば東京教育大学を筑波に移すとい う

ような話であるが, この場合は逆にグッチングンの

ような田舎町では大規模の実験設備が置 き難いので,

大都会の ミュンヘンに移ろうとい う話 であつた。南

独の出身のハイゼンベルクはこの話 1/C大 いに乗 り気

で,毎 週 ミユンヘンに出かけて行った。研究所にと

って も貧乏なニーダー・サクセンから冨有 なパイエ

ルンに移ることは財政的に も得になることであった。

政府から予算が認め られると彼の興味は もっはらり|

究所のためにどんな美術品を買うか ということであ

った。それは政 flの 予算の何 パーセン トかは,研究

所の装飾のための美術品を買わなければ ならないと

い う規則のためてあった。 日本では考えられないこ

とだが, このパーセンテーージはか なり高率であった。

お茶の席に,彼 はこんなものを買tヽ たい ということ

を楽 しそうに語 っていた。

またこの頃のハイゼンベルクは,毎 日研究所にな

朝九時から十一時なで出て,午 後は出て米 なかつた。

そ して朝の二時譴」に事務をとったジ,色 々な人 を呼
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び出 して物理 の議論をするのを常としていた。私 も

何時呼び出されるかは判 らないが,毎週少 くとも一

回は呼び出されるので,毎 日九時までに行 った。そ

して呼び出 しが終 ると,そ の後の二三 日はゆっくり

と出掛けることにしていた。

そ ういう時に限って研究所へ行 く途中の道で,研
究所か ら家へ帰 る途中のハイゼンベルクに出会って

あわてたりしたものである。或る時 などは,ハ イゼ

ンベルクが呼び出 した五人が皆まだ寝ていて研究所

lrC来 ていない ことがあって , とうとう研究所に一番

近 くに住んでいた人が電話で起 こされて呼び出され

たことがあった。私 も寝坊をして出て来てその話を

聞 き,そ の五人の中に私が含まれていなかったこと

を告げられほっと したことがある。

理論物理の若い連中の寝坊にはハイゼンベルクも

手を焼いていたらしい。行った年の秋, ハイゼンペ

ルクの誕生 日に,理論家が全部朝早 く集 り,彼の部
屋にか祝 を述べに行つた。勿論彼は喜んだが,理論

家が全部揃って こん なに朝早 く起 きた ことにびっ く

りさせ られたと挨拶を した。

ハイゼンベル クが生涯を通 じて最 も尊敬 していた

友人はパ ウリであった。研究上のことで何か行 きづ

まると, 直 ぐ1/Cパ ウリの所へ出掛けて行 った。丁度

その頃,ハ イゼンベルクは彼の晩年 を捧げた非線形

所用で久 しぶりに本郷のキャンパスを訪れ,帰 シ

路に友達の研究室へちょつと顔を出 してみた。相変

らず,薬の匂いが しみこんであちこちに孔のあいた

実験着で動 きまわっていた彼は,同 じ部屋で実験を

していた女子学生を紹介 して くれたあと,最近は ,

昔と違って東大の女子学生 もかわい 〈なったでしょ

う。」とつけ加えた。昔の方に属 している人 に向っ

て「昔 と違 って」 もない ものだといさゝか憤慨 しな

が らも,や はり客観的事実は認めざるを得ない。

十数年前一 と文学的 (?)表 現をしてお くが一には,

女の子が東大の理科系へ入学するとい うことがそ も

そ も社会一般の通念からみて普通のこととはいえな

かった。親は,そんな所へ入るとか嫁 1/C行 けなくな

ると反対 し,近所からは変 ったお嬢さん とみられた。

そん な雰囲気の中で,や は り東大へ入って勉1強 した

の場の理論 を始めたところであった。パウリはこの

理論 rCは 反対であったが,丁度 この頃の一時期ハイ
ゼンベルタ理論に興味を持 ち,二人 で一緒に仕事 を
していた。パウリはハイゼンベル クにとっては最 も

辛辣な批判者であったので,学会などでハイゼンベ
ルクが話をする時には,ま ずパウリの席の前まで行

き,彼の顔だけを注視 しながら話を進めるのであっ
た。

パウリは首を縦に振ったり,横 に振 った りして聞
いていた。間 もな くパウリはアメリカに行き,‐ ュ

ー ヨークの物理学会年会の時に,ハ イゼンベルクと

の仕事の話をした。 しか しながらこの時には既 にパ

ウリは批判的になっていた。その後短期間ア メリカ

に滞在 したパ ウリはスイスに戻って間 もな く急死 し

た。

その後研究所はミユンヘン17r移 り,最後にお目1/C

かかったのは五年前,彼の七十才を記念 して開かれ
たシンポジウムの時てあった。その後間もなく隠退

され,回想録を書かれていたと聞く。昨年 ミュンヘ

ンに寄った時 1/Cは 既に病を得て静養中であるという

ことであった。

ドイツ科学の栄光を象徴するこの世紀の巨人の冥

福を祈って筆を措 く。

`)

本寸 圭  子  (化学・生化・OB)

い と思えば,キ ユノと口を結んで頑張る必要があっ

た。 自ず と顔 もきつ くなったに違いない。最近では

事情はまった 〈変 つて しまい,噂 によればおむこさ

ん探 しの場 として入学 してくる人 もいるとか,そ う
なればニコニコと和やかな顔の方が向いていること

17rな る。

た ,ゞ私が こゝで云いたいことは,大学へ入 る所
あたりまでは, あまり抵抗がな くなったけれ ど,そ
の先本当に自分がやりたいことをやって行 こうと思

うならニコニコ顔ばか りは してい られないというこ

とである。真剣に, しかもかなり早い時期 に自分の

生 き方をきめる ことが必要だと思 う。

誰が云った言葉かは忘れて しまったが,「40を 過

ぎたら,人 間は 自分の顔に責任を持たなければなら

ない。」 とい う有名な発言がある。確かに適切 な言

角曲

中

の性女



葉だと思 うが,私はこれは男性 の発言であり,人間
と云っても男性の立場 を云っている言葉だと思 う。

男の子の場合,い っしょうけんめい受験勉強 をし

てなるべ く評判の高い学校へ入 り,無事卒業をした

ら就職 , とい う一応のおきまりの道 ができている。

就職先が官庁であるか民間会社であるか,ま たは学

校 の先生になるかとい うょうな選択はあった として

も,所詮 きまった組織の中へ入 り,そ の中で行動す
ることFCな る。 自由業 などとい う,い か 1/Cも 自由度
の高そ うな名前の職業にだって一応の仕組みがきま

っている。そんな中で,組織 とはどんなものかを学
んでいくのが男の人にとっては大切な仕事のようで

ある。 しばら くすると,それまでにどん な仕事がで

きたかが自分には他人 1/Cも 明 らかになり,ど んな方

面に向いているか,こ れか ら先 どん なことがやれる

かがだいたい決まって くる。 こうなると, 自分の責

任で仕事をすることができるようになり,本当の意

味での自分の生 き方をきめなければならない。 これ

がほぼ40才位 , したがって,40才 になったら自分の

顔 1/C責任 を持つとい うことになるのだ と思 う。

ところで,女性 の場合は少 し事情が異 なる。先ほ

ども書いたよう1/C,最 近は大学へ入るところまでは ,

あまり深 く考えずとも進める ようになってきた。け

れども,その先の道にはまだ男性 と同じようなレー
ルは敷かれていない。

これは,私のたいへんに個人的な考えだが,女性
の場合 rcは ゃはり,家庭 を創 りあげることを自分の

生活の中心に置 〈か,社会の中で働 くことを中心に

考えるかの選択をはっきりする必要があると思 う。

これは ,女性差別の よう1/C聞 えるか もしれないが ,
そ うではない。 これか らの社会のあ りかたを考える

時 ,社会の基本単位 としての家庭の重要性はい くら

強調 してもすぎることはないはずである。だか ら,

暮 らしを創造 してい くとい う作業は社会全体の進ん

でいく方向に関 り合 う意義のある仕事になる。 "三

食昼寝つ き "な どではなく,暮 らしを創 り上げてい

くこと,そ れを基盤に して社会 と結 びついてい くこ

との大切さが,今 はあまりにも無視されている。そ

して生活の倉」造 に必要な発想 とい う点 では女性の方

が男性 より優れていそ うな気がする。生活のあり方

にかなりの重点がかかれるようになるこれか らの世

の中では,女性の活躍 の方法の一つに,家庭 を基盤
rCし た ものが大 きく出て くるはずだ と思 う。 したが

って,積極的な意味で,二つの選択を考えることが

できると思 う。二つの選択 といっても必ず しもまっ

た く職業をもたないとか家庭を持たないとかい うは

っき夕した ものである必要はない。いわゆる仕事と

家庭の両立 とい うことはあり得る。ただ,い ざとい

う時,一体 自分は な1/Cを 最優先 させるか ということ

を心の中ではっきりさせてお くことだ と思 う。実 を

い うと私 自身,た 校たま相手がみつかった時 1/C結婚

し,運 よくみつか った職業 につきとい う生 き方を し
てきて しまい,か なり周囲に迷惑をかけた と反省 し
ている。そ う思 ってまわりを見まわすと,家庭 と仕

事についての計画を早 くか らきちん と立ててきた女

性が,生活面で も仕事の上で も成功 していることに

気づ く。

いずれに して も,そ の選択は20才台の半ばにする

必要があるように思 う。 とい うの も子供を産み,育
てるとい う仕事 をするとすれば, これは,社会的に

みても,生物学的見地か らも20才台半ばから30才台

前半 17r行 なうのが望ま しいか らである。

したがって女性の場合 , 自分の顔,す なわち自分
の生 き方についての責任は40才 ではな く25才 くらい

か ら持たなくてはならない。 "25才 は女性の曲り角 "

とい うのは化粧品会社の広告だが,真実をいってい

る。

｀
名 況

″

編集部註 : 以下の名誉教授の御近況は, 2月 末日〆切りで,葉書回答によりおよせ頂
いたものの全文です。現在,理学部には47名 の名誉教授が居られ,そのうち35名 の先生方
から御返事を頂きました。尚,森野先生は,本号に御寄稿頂いておりますので,それを以
て元気であるという近況報告にしたいということであります。

叉,高 官先生については,学生委員として苦楽を共にされた飯田先生が思い出をおよせ

下さいました。御協力頂いた諸先生に編集部として厚 く御礼申しあげると共に,名 誉教授

近御の授教巻』



諸先生全員の今後の御健勝と,私共理学部後輩への御指導をよろ しくか願いいたします。

坪 井 誠太郎 (地質)

全 く平几に暮 してお ります。

学士院 ,地学協会,無機材研に,合 わせて月に数

回定例的に出かける外は,か くべつの公用はありま

せん。 しか し,前 日からやクかけになっている仕事
が あって,そ れを進めるのに, 自分勝手に自分をい

そが し〈させています。

近頃,学術の進歩がすさまじく,私の専門分野で

も,新 しいことが次から次 と現われてくるので,「あ

れ よ,あ れよJと 喜 しい悲鳴をあげています。

たいへんありがたいことは,大学の教室は じめ諸

研究機関 1/C出 入夕した り,学会だの学術談話会や討

論会だのに時折出席 したりして,新風に浴する機会

に恵 まれていることです。 これは,私 にとって何 よ

りの保健剤であり,生活を楽 しくさせる要素であり

ます。それから, レク リェーションの第一は,旅行

して自然に接することです。

なか,最近私は,同 学諸氏の協力を得て作成 した

「斜長石光学 図表J(和 英両文 )の 出版計画を進め
ています。

左右田 徳 郎  (化学)

世間では60才以上を老人とい うことになっている

ようだが,60台 でも、・ 台で も一括 して しまう分類に

は少々抵抗を感 じる。30台 と50台 とを比べるのとは

大分様子がちがうと思 う。若者 と老人 とを区別する

ことは男と女を区別するように明らかにはできない

が, ともか くそん な1/C難か しくはない。だが老人 を

死類するとなると仲 々難 しい。個体差が大 き 〈て80

台でも世の中で盛んに活動するのもある し,60台で

も萎びているのもある。 しか し共通 して言えること

は,老人の生活力は次第に衰退 してゆ くことであろ

う。そ してその衰退速度が年 と共に加速度的大 きく

なるとい うのが私 自身の感じであ r′ っ

私の場合,60台では老眼鏡で読ど t本が80台 の今

では虫めがねを併「 L´ すければならな くなった。だ

から手 も疲れ る。ま lい ことが面倒になる。 (広報は

読みます。 )耳は片耳だが以前はどうやら間に合わ

せることが出来たが, 今は聞きまちがえ などで内容

がわからな くなることも多 く, ことに大勢の集合 な

どでは著 しい。それで会に出るのが嫌になってきた。

身体の方は衰退が軽 く,買物の荷物持位には使われ

ます。これが私の現況です。

以上,つ まらない勝手なことを並べて,「広報 J
1/Cは 不向なことばか りですみません。 どうぞ衡]遠慮

なく没に して下 さい。

小 倉   謙  (植物 )

私は昨年八十路の坂を越え,耳や眼など大分弱り

ましたが,一応健康に恵まれ,定まった勤務もな〈,

昨今大分溜った文献などの整理や取纏めなどに努め

ており,時折東大 lFCも お邪魔 しております。

余技としての切手集めも続けており,時折展覧会

などのお手伝をやっております。

本  田 正  次  (植物 )

朝日百科の「世界の植物」, シーボル トの「 フロ

ラ・ジャポニヵ」複刻本,そ れぞれその一部を担当

して目下執筆中です。日本植物友の会,植物愛好会

その他の植物団体 も月一回程度に指導 しています。

自然保護関係,文化財関係の仕事も活発 1/Cや つてい

ます。その他関係団体が多くて困っているくらいで

す。月lrc二 回程度は病院に通って健康診断も欠かし

たことはあり疎せ,t。 句会も一月までは月三回でし

たが,二月からは二回となりました。二十五年の句

歴ですが駄句ばかりです。

萩 原 雄 祐 (天文 )

前世紀末以来出版されなかった天体力学の厖大な

文献の集成を老人の仕事として一九六一年以来取り

組んでいます。前の二巻はやっとのことでアメリカ

で出版されま したが出版所の経済不振のため,や め

られて,今は文部省の補助で日本で続巻を出してい

ます。日本で英文を組むので,校正が大変で,その

■,こ ちらの英語の力が足りないために,苦労して

います。今その最後の第五巻を校正中です。書いて

み 〔英語の力が足りないことをつ くづく感じました。

こ′かし内容としてもこの本はひどくむつかしいので,

ここ百年間に世界の学者がやった研究は大 したもの

です。と共にこれを勉強するものにとってはその美

しさに悦惚としています。同好の人をつのりたいヽ



のです。

木 村 健二郎 (化学)

私は1956年 に東大 を退任 しましたから,本年 7月

には退任後満20年 となります。また, 5月 には満80

歳になります。

家にこもっていることの多い近頃ですが,専 門の

学術雑誌 1/C目 を通すのと,俳 句・連句をつ くるのを

目課 とし,ま た楽 しみとしています。 5月 にはこれ

まで 1/rた まった俳句・連句・随筆からい くつかを選

び,出 版する予定です。

水  島 三一郎  (化学 )

昨年の暮に頂いた東大広報 (多分三〇四号 )に

「私はその人柄の うちにいくらか老人的なものをも

っている青年をこのましく思 う。同じような青年的

なものをいくらかもっている老人をこのましく思うJ

という意味のことをどなたかが,か かれていました

(失礼ながらか名前を忘れました )。 この後の方の

例として最近なくなった トインビーをあげることが

できるのではないでしょうか。彼は専問史家からさ

まざまな批判をうけながら八十代の半まで青年研究

者のように,た えず自分の考えを発展させ,多 〈の

異なる分野で働 くひとびとに,彼 の説を傾聴させた

からですcと 書いたのでは御注文の寸言になりませ

んかね ?

多 田 文 男 (地理)

東京大学をやめてから,法政大学地理学科で教鞭

をとって居りましたこと五年。その後駒沢大学に移

って十一年,此間大学院で自然地理学を教えて居り

ます。近頃若い方々の研究が進んで,その研究成果

を追跡するだけで,骨が折れます。

足の弱らないうちにと考えて昨夏は下北半島,尾

瀬ケ原,乗 鞍岳等の踏査をして来ま した。

和 田 文 吾 (本直物 )

近況 :停年退職後は国際細胞学雑誌キ トロギアの

編集 1/C専念 しています (広報 6巻 8号参照 )。

研究 :卒論以来取り組んでいる有糸分裂の機構に

ついて,高等下等を問わず動植物細胞の核分裂は共

通 な原理のもとに一元的な説明で きることを今年の

キ トロギアに発表 しました。

月ヽ  林  貞 一  (地質 )

足が不如意で山歩きを断念 した私は,平素は内外

から集まった標本に秘められた自然史を読みとるこ

とに専念 しているのですが,今月は例外でした。退

官以来の共同研究の会合で両三日を費したにかは ,

日本の古生物と地学の歴史についての学会協会の仕

事で明け暮れました。それにしても,50才 で隠居し

て,暦学を修め,全国行脚17年 ,74才 で永眠 して ,

歿後 3年 にして門人の手で,彼の有名な伊能図が出

来上ったという逸事は,昨今の私に取って感銘深い

ものがあります。

山 内 恭 彦 (物理)

,`う

lE

I[
1と、

〔註 :先生御自作の象刻です。説明も御自筆。左下
は御名前 〕

坪 井 忠 二 (地物 )

昭和三八年に大学をやめてから,五年間国立国会

図書館に勤め,四 三年からは,語学教育振興会とい

うところでがんばつて1/・ ます。文芸的ではなく,さ

夕とてチーチーパツパでない英語,つ まりあたりま

えのことをあたりまえに正 しくい う英語の教育を目

指 しています。一年に数回,二週間程度のかんづめ

合宿をやります。対象は大学生以上です。

学問の方は操業短縮でだいぶ気楽になり、ましたが,

それでも「地球物理学特論」という大きなものをボ

ツボツ書いてます。

一「

几

■
．
犠
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茅    誠  司  (物理 )

最近は牡丹が好きになりました。まだ株数は少い

ですが,二年にほんの僅かの期間美 しい花を咲かす

点が気に入りました。株数を二十株位 rcし たいと思

って,植木屋さんにい くと牡丹ばかり探 しています。

竹 脇   潔  (動物)

六年前,思い もかけず川崎医科大学 (現在倉敷市,

当時は岡山県都窪郡庄村 )の 開設と同時 lrc赴任 し,

その時の新入生が育って, この二月卒業するのと同

時に,停年 (三度 目 )退職す ることになりました。

六年間,医学教育の実態を目のあたりに見 ,大学生

にもピンからキリまであることを感心 しました。 し

か しその間, とにも角 1/Cも 好き放題 に実験をつづけ

ることができたのは,学校のおかげ と顧みて感謝 し

ています。五十年来親 しんだネズミとは もうお別れ

ですが,人生到 る処動物がいるので, これか らは度
々田舎へてかけて,動物を見つめて暮 したいと思い

ます。それも決 してきらいではありません。

弥  永  昌 吉  (数学 )

学習院大学で火・木・土に行って講義,セ ミナー

など (教授会は月に 2回 火曜にあり,たいてい出ま

すが,そ れ以外の委員会などは勘弁してもらってい

ます。 )月 曜はうちで手紙や原稿を書 くのに宛てる

ことが多く,金曜は今でも本郷 lrc行 くことが多いで

す (学会関係の仕事などで )。 その174か ,日 仏会館

の仕事も手伝っていますので,結構忙 しく,約束し

ただけで書けない原稿などたまるばかりで心苦しく

思っています。風邪をひいたり,ち ょっとした病気

1/Cか かることはありますが,お蔭様でまずまず元気

でいます。

渡 辺 武 男 (地質 )

昭和 6年地質学科を卒業して北大 (13年 )東 大
(24年 )名大 (3年 )秋 田大 (5年 )で 45年 にわた

る大学生活をつ けゞ間もな〈任期を満了して退官する

ところです。その間多くの若人と共に遇 して来たこ

とを心から感謝 して居ります。

また山野でハムマーを通して親しくなった世界各

地の岩や石にも感謝 したい気持です。

大学生活の末期にあたり,大学問題についても色
々と考えさせられる機会が多くありました。

地質学でみかげ石 (granites)の成因がむつかしく,

“granites and granit es"と 題 して論ずるように,

大学についても亦
RUniversities and uni versities"

と題 して考えるべき問題が多いように思います。何

れにしても,大学はよく研究する先生と,よ く学ぶ

学生の集団であることが最高だと思います。

さて私は,今後,東京に本拠をもどして生活する

つもりです。そしてハムマーと共になるべ ぐ山野ヘ

出るつもりで居ります。どうぞ よろしく。

小  穴    純  (物理 )

8年前から四つ谷の上智大学の物理学科に勤めて

おります。自分の頭が老化して理解力が低下 したた

めでしようか,講義などでその内容も学生に納得さ

せ るためにはどのような説明法を用いるべきか とい

うこと1/C興味を持つようになりました。 "説明学 "

をまとめ上げたいというのは私の昔からの望みです

が, とりあえず自分の講義原稿を毎年書き改めてお

ります。学術書 もそうですが, と〈に国産の機器類

のカタログなどには,説明学の立場から落第点をつ

けたくなるものが多いようですね。

石 田 寿 老  (動物)

今年の一月中旬に高宮篤さんが亡 くなった。東大

か ら東邦大学に移ってから五年足 らずである。私 も

同君か ら招かれて同大学で三年足 らずを過 し御一緒

した。

亡 くなる少 し前に黄色の花の咲 くクロッカス 200

個を球根で求めてあり,唯 今芽が出は じめている。

同君を偲ぶよすがとなっている。

藤 田 良 雄 (天文)

退職 した年から東海大学に勤めるよう1/Cな り,週

2回神奈川県平塚市の湘南キヤンパスに通っている。

富士山がよく見える美しいキヤンパスで広々した敷

地 lrcょ く手入れされた芝生と美しい花壇が眼を楽 し

ませてくれる。工学部理学部の学部学生に一般教養

科目としての宇宙科学を,又航空宇宙学科の大学院

のゼミを一つ担当 している。週の他の日は炭素星の

分光の勉強を続けている。これについては東大理学



部の天文学教室,東京天文台 (特に岡山天体物理観

測所 ), アメリカのヘール天文台にいろいろお世話

になっている。又東大の中央図書館の一室を退職以

来ずつと使わせていただいて居り,併せて感謝 1/C耐

えない。

前 川 文 夫  (植物)

毎日元気でやっています。昨年はソ連 に一ケ月 ,

ニューギニアに三週間ほ どいつてきて,勉強になり

ま した。やはり旅行は プラスです。 この春には台湾

へでかける予定です。

なります。五年 という年月は一つの研究室を準備し,

動き始めさせるのに一杯で, もう五年 これからあれ

ばひと仕事ができるのにとも思われます。停年を重

ねるごとになにか脱皮をして行 くようで,人生の停

年までに今度は家庭に入ってしっくり考え しのぶ生

活をと云う半面 と,三度あったことは三度目の正直

でもう一つカー杯やってみようかと云 う他半面とが,

日下の頭の中で競い合いです。御機嫌 よう。

赤 松 秀 雄 (化学 )

昨年四月,国立大学共同利用機関として分子科学

研究所が岡崎市に設立され,そ れ以来その創設の勢

に追われており査す。一通りの形が整うまでには,

なか二,三年はかかるそ うです。御後援下さるよ

う。

国際化学連合 (IUPAO)の 東京大会 も, ウカウカ

するうちに,来年にせまりました。「人類福祉のた

めの化学」をテーマとしています。御後援を乞う。

さらに先きのこと,長期計画としては「水素エネ

ルギーシステム」の導入のための研究1会 をつくって

かります。御期待を乞う。

原      寛  (植物 )

東京大学 インド植物調査に関連 して,昨年は 6月

まで英国に招かれてヒマラヤの植物の研究を続けま

した。 7月 1/Cは レニングラードで開かれた第12回国

際植物学会議に出席し,そ の研究旅行でシベリアの

バイカル湖附近やサラン山脈東端の植物を見ること

ができま した。まだしばらくはヒマラヤ植物関係の

仕事が残っており,本年前半には,東大と大英AEL物

館の協力でまとめられつつある「ネパール植物誌目

録 Jの 第一巻が出版される予定です。

小 倉 安 之 (生化)内

去る 1月 24日 病にたわれ,只今入院致 して居りま

すので,折角で御座いますが,御希望に沿いません

事,何卒御承知下さいませ。

草々

田 中 信 徳 (植物)

帝京大 (医 ;八王子市 )で植物を教

吉 田 耕 作 (数学)

拝復

近況 をかたづね頂き有難 う存 じま した。

学習院大学に週三 日 (火水金 )勤務いた してお り

ます。鎌倉の自宅か らバス,電車 と乗 り継いで目白

まで 一寸遠いですが,時には逗子 1/C帰 られる藤井

隆先生に車 中でお目 1/Cか かって,昔話に時間を忘れ

ることがあ ります。

月に三度位は本郷の教室に伺って,若 い方々に色

々教えて頂いたり,図書を見せて頂いたりしてお り

ます。永年 の蓄積は大 した もので,古 い もの も,新

しいもの も, この数学図書室の御蔭で不 自由な く,

OBの特権 (?)を 満喫 させて頂いて感謝に堪えませ

ノン。

藤 井   隆  (動物)

毎年,理学部長のお招きで参集し,先輩の諸先生

にお目にかかれるのが何よりの楽 しみで御座います。

小生かかげさまでどうやら健在とい うところです。

なか,理学部広報一月号所載の拙文「尊い人」は

かかしな題で,原文の題は「雑感」でしたので,そ

のように訂正 して下さい。理学部の皆々様の御健勝

を祈ります。

安 藤 鋭 郎 (生イヒ)

広報編集に御尽力下さる御蔭で,私 ども毎回なつ

か しく拝読いたしてお ります。

本郷を停年後参 りな した この千葉大理学部 も, あ

っと云 うまにこの四月一日で再度停年 と云 うことlrC   現在 も引続 き
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えている。校合は野猿街道沿い,折がありました ら

御立寄 り下さい。 自宅から38キ ロ,車 で往復 してい

る。最近の信号のふえ方は年 ,約 10%;昭和46年 4
月には■04~Cあ った ものが,今 は 152ケ所 にふえた。
つれて所用時間 も5割 方ふえて 1時間半はかかる。

それでも国電で揉 まれるよりはマン,風邪につかまる

ことも少 ないのを多とする。

地球の生物圏の問題は人口と食糧で21世紀のこと

が気がかりである。今,田 中正武氏 (京大・農・教

授 )著「栽培植物 の起源」 〔昭和50年 12月 刊行 〕を

読んでいるが, ジャガイモの発祥地,中 央アンデス

のアルテ ィプラノ高原 (海抜 4,000メ ー トル )の 探

索の話は特に興味深い。食糧 と文化の変遷 とのかか

わ り合いは,未来 に多 くの問題 を提起 していて面白
い。祖先種の自生地 lrc関 する研究は広範 なもので文

明とか らむ と一層 ,学 際的 となる。食糧問題 の危機
は急速に近づいていることに注 目したい。

去 る 2月 15日 ,母 が94才 で召天 した。不 肖の子 で

あった私は今 ,悲 しみの うち1/C,い ろいろの整理 に

追われている。

木  下  治 雄  (動物 )

停年退官以来,私立埼玉医科大学の進学課程を任
されて四年間。この期間は,小生東大入学以来四十

数年間のうちで,公私共 rC一番変化の激しい時期で

した。色々な世評の中 1/Cあ る私立医大を少 しづつで

も正しい方へ向わせるよう気永に努力し,協力を呼
びかけて居りますが,屡 々深い失望と無力感に襲わ

れる事があります。そんな時のささやかななぐさめ

は,ほんの僅か乍ら研究の時間が持てる事 と,愛す
べき若い同僚や学生達が居るという事です。

宮 本 格 楼 (物理)

今春,名誉教授 4年生修 了見込。現職は日立市に

ある茨城大学工学部教授。電子工学科に所属 してい

る。因に, この大学の本部は水戸市内に,農学部は

土浦市近郊にある。西の筑波山麓には学園や研究所

がひじめき,東の海辺には原研,動燃などの大物が

並ぶ。これらの村と町との間 1/Cは さまれた県下の三

大市では,生来弱体の茨城大学が圧縮されて一層小

さくな夕今にもつぶされそう。つぶれない ように乏

しい個性を強調して, なんとか存在を示そうとする

のが悩みである。倒産にlLIく 三等大学更生法のため

に現代版水戸黄門様の出現を祈 る次第。

偕楽園では梅が待 っている。

鈴  木    尚  (人類 )

独 自の空港をもちながら羽田から 2日 かかる日本

一遠い島,そ れが喜界ケ島です。昨年10月 と今年の

2月 , この島を訪れました。 これは僧俊寛と伝え ら

れる遺跡 と人骨を調べるためて した。 この島は奄美

大島の沖合25た″。島に着陸すると20分 で戻って しま

います。一日―便は止むえないとして,鹿 児島発の

一番機だけに しか接続 し楼せん。ですか ら羽田か ら

立つ と奄美か鹿児島で一泊 しなければなりません。

2日 かかる理由はここにあり強す。 しか も有視界飛

行ですか ら雨で視界が悪 くなると飛行中止,切符は
キャンセル。 10月 に行った ときは丁度 ,種子島でた

しかに大水害のあった時に当 りましたので,来 る日
も来 る日も雨。宿の 2階 から沖をながめては,今 日
も飛行機は来ないのだろうか と気に しながら望京の

念 もだ しがた く,今様 俊寛 をふん だん 1/C味わ され
た ことで した。

岩 生 周 一 (地質 )

この冬は偶然の用事で松本 までの旅を しました。

久 々に車窓 1/C見 る八 ク岳の冬景色は くっきりと澄ん

で美 しく,変化 lrc富んでいて,飽かず眺めては下手
なスク ツチを楽 しみました。大陸の高原の広漠と し

た風景の好 きな私にも,流 石,山 裾に隠れた人里を

懐 じむ様 な旅情 をそそる眺めでした。

唯,私の選んだ特急は こんな景色の中では余 りに

も機能的で速過 ぎて残念で した。眺めの中 1/6は 写真

では見えない ものがあるのにそれを奪って しま うか

らです。

ふと,現代の物事の流れにも似た ものを感 じたの

です。

71c 田   武 (地物 )内

12月 10日 より3月 16日 まで南極へ出向いて居り楼

すので失礼 します。

門  司 正  三  (植物 )

浪人生活もほぼ 1年 ,晴耕雨読にはほど遠 く,さ
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りとて小 人は閑居 すれ ど不善 もなし得 ず,た だ ,
アンタ           ョウ
明日には毒峨 にな らん蝸 の夢

今 井   功  (物理)

昨年 4月 ,東大 を離れて阪大基礎工学部の機械工

学科に移 ってから, もう間 もな く1年 になろ うとし

ています。物 ごころがついて以来神戸に育ち,東大

を卒業 してす ぐ2年半ばか り阪大の理学部で勤務 じ

ま したので, ここはいわば古剛‖染みのところですが,

学生時代を入れると約40年 の東大生活ですので, い

まだに留学生の′ら境です。ほとん ど単身赴任の状態

で, これ査で週末はだいたい東京で過す有様です。

新幹線の往復 1/Cも なれま した。車内の 3時間は電話

にもテレビにもわず らわされない自由時間 としての

んびり楽 しんでいます。中途はんばにや り残 した仕

事,や りたい仕事 などのことを考え ると, もう一度

学生時代から計画的にやり直せれば と無理 なことを

望みた くな ります。

小 平 邦 彦 (数学)

昔私が大学の二年生になったとき,高木貞治先生

が定年退官されました。当時の名誉教授の先生方は

威厳があって悠然として暮らして居 られた様です。

私も何とかして悠然たる心境に到達 したいものだと

思 うのですが, どうもうまく行 きません。 どうした

らよいか御存知の方はこっそりと教えて下さい。

高 宮 先 生 の思 い 出

飯 田 修 一 (物理)

高宮先生がお亡くなりになったという悲報に接 し

てからもう既に ]ケ 月以上になる。私は高宮先生と

は二つの意味で接触があつた。一つは私の弟子の田

崎明君 (阪大基礎工学助教授 )を介 してであって ,

米国に永住してかられる両親が,田崎明君の日本で

の親代りとして依頼されたのが高宮先生なのである。

今 一つは大学紛争を通じてであって,理学部での学

生諸君の抗議活動が最も華やかであった時に,丁度

高宮先生 ,秋 田先生等 と共に理学部学生委員として,

学生諸君 との接渉に当ることになったのである。不

思議なもので今思い出すと苦しかつた記憶は薄れて,

嬉 しかったことや,高 宮先生の御人格に触れて感銘

を受けたこと等だけが思い起される。高宮先生が学

生諸君を前にして交渉に臨まれるときの意気込みは

それこそ大変なものであって,どんなに永く掛って

も説得するという心情 rc満 ち満ちて居られた。その

結果交渉は必ず深夜にまで及ぶが,妥結点は常に大

変合理的なものであった。高官先生は大変お酒ずき

であつて,私が酒も煙草も飲まないというと,「そ

れでは何を楽 しみに生きて居られますかね」と問わ

れて参った事がある。理学部と学生諸君のためにほ

ん とうに身命を削る努力をされた結果, とうとう病

院に入院されることになったのであるが,その際,「一

緒に入院 しませんか」と真面目に誘われた。私が冗

談に,「入院も結構ですが,高 宮先生と同室では」

とかお答えすると,「ありゃ,あ んなことを言って」

といたづ らつぼそ うな顔で眺められたことが今更

のように眼rC浮ぶ。私は心身共見掛けよりは少々丈

夫に出来ているようで,その結果時々得をすること

がある。高宮先生のお話によると先生は私が弱そう

であるからということで,学生委員としての活動中,

ずっと私をかばって下さって居たということであっ

て,案外私が参らないということを発見されたとき,

先生の身体の方が,言 う事を聞かなくなつて居られ

たという次第のようであった。その時の恩情に盗れ

る,し かし残念そうな高宮先生のか顔は一生忘れな

い思い出である。

高宮先生と最後にお会い したのは理学部 4号館の

廊下の中であって,も う既に退官された高宮先生が,

ペレー帽を頭に瓢々として歩いて居られた。突然の

こと等でびっくりして御挨拶申し上げた後,私 は物

理学者 として,色 々なことは譲れるけれども,こ と

物理学の真理に関する限 りどうしても譲れないとい

った最近の気持ちをお話 しすると,大 きくうなづか

れて居られた。 この姿が,私の脳裏に残る高宮先生

の最後の姿 FCな ろうとは,その時全 く想像出来なか

った事であった。主義 ・主張は人それぞれ千差万別

であろうが,人 間として頼れる人を一生の中に何人

か見出すことが出来る人は,幸 福と云えるのではな

かろうか。私は自分の分野の中で,恩師茅誠司先生

を初め何人 もの′いから信頼できる先輩を持って居る

ものと信じているが,高 宮先生は他の分野の中で見

出した数少い信頼できる先輩の最たる人である。今

こゝに高宮先生の思い出を書かねばならないことは

何とも言いようのない程残念なことである。

ここ1/C先生の御冥福を心からfnl祈 りする。
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私の読んだ本 (28)

物理の猪木先生が,あ るとき筆者をつかまえて,

標題の本を読んでみるようにと薦められた。忙 しい

事を理由に,再三辞退したが,再三懲思される。そ

れてとうとう
~5Lん
だ。 ところが,大変面白い。日頃

科学の研究に従事 しているわれわれの,謂わば精神

的風土がどんなものであり, どんな風に形成されて

来たのかが語 られる。読んで しまってよく考えると,

書名の「日本人」 というのは,「われわれ」つまり,

理学部で自然科学の研究に没頭 しつづけている「わ

れわれ」の事であり,「近代科学」は,そ の「われ

われ」の日常茶飯とする「研究Jを意味する。よろ

しい。「われわれ」は毎日毎日,自 然を「探求し研

究」 している。しかしながら,それなら世界 rC向 っ

て,自 然探求の最前線 (少 くともひとつ位 )は ,こ

こにこそあるぞと大声で宣言出来るかと,ひそかに

自問してみると,今度は些かためらいのような気持

が現われる。それは無理もない事だと渡辺先生は喝

破される。「近代科学は,誰に対 しても,い つどこ
へ もっていっても通用するとい う性格のものではあ

るが,そ れは本来,尊学 ?甘景観の所産である。そ

れも,近代に入ってから突如としてあらわれたとい

うのではなく,古代中世以来の伝承と蓄1積 をまって

はじめて生み出された。」(傍点筆者)明 治時代 rc西

洋から,招かれてやって来た「教師たち」はこのこ

とをよく知っていたが故に,「 (科学の )種 をまき,

その種か ら日本で科学の樹がひとクでに生えて大き

くなれるようにしようとした」のだが,「 日本人」

たちは,彼等を「科学の果実を切り売りする人とし

て取扱」って来たのである。そ して「科学の…成果

をもたらした精神を学ぼ うとは しな」かった先人た

ちのあやまりが,何処かで現在の「われわれ」にま

で尾を引いているのである。それは,ま ず教育に現

われ「せっか くの科学教育」が「いたずらに,学生

渡辺正雄著

「日本人と近代化学―西洋への対応と課題―」(岩波新書,1976)

!青 詔 光  (物理)水

生徒への知的拷間の材料となり」,ま た科学技術の

取 り入れ方のまずさは「 (社会的に )い ちばんよわ

い人間のところに集中し」て犠牲を強い, とめどな

い「環境破壊」をもたらした。そして,さ らに,現

代科学の専門家である「われわれ」に眼を転じてみ

ると,少 くとも筆者には,毎 日研究に精を出してい

るにもかヽわらず,何かが自分に欠落 しているよう

に思われてならない。「科学」は「世界観の所産」

なのである。別に確たる世界観があって物理の計算

を行っている訳でないにしろ, この「世界観の所劇

というのはあくまで原則たることをやめない。見え

る形にせよ,見えない形にせ よ, これは中核にひそ

んでいるのである。世界観と一口rc言 うけれども,

「宇宙を数学的構造をもったものである」と「強 く

確信」 していたからこそ近代科学が誕生 したのであ

り,そ の「確信」たるや,「 プラトンやピタゴラス

1/C由来する」のだそ うだ。これは筆者の臆演l1/Cしか

すぎないが,中 世キリス ト教会の宇宙観である天動

説にしても,た のゞ荒唐無稽な空想を抱いたという

だけではなく,数学的な formu lationが 出来るはず

だとの「強い確信」が信奉者の脳裡にあったのでは

ないか。この「確信 Jか ら出る衝動に駆夕たてられ

て,ついにその「数学的構造」は明らかになった。

ところが,それはあらかじめ空想 していた地球中心

ではなく,地球は太陽の廻りを回る平凡な星だとい

うことだった。 これは教会の激昂を買ったのだが,

もしも教会が,天動説をた 空ゞ想 して いるだけで
瞑
数式で表現 しよう"と いう衝動を持っていなけれ

ば,地動説論者にあれほど弾圧を加える必要 もなか

ったのではないか。結局,教会は自ら唱えた宇宙観

の「数学的な構造」を明らかにする事に失敗 し凋落

して行き,今 日の科学が全面的に浮び上って来た。

ともあれ,近代科学は, 2ク年以上も執拗に, 自然
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は数学的なはずだ, と思いつづけて来た挙句に生査  て,根本的に何かが欠落 し'て いるのではないかとい
れたのであった。夕

・―ウィンの進化論の与えた衝撃  う疑いが急に頭をもたげて来たという事であった。
も似たようなものだったらし沐。現代0わ れわれlrc,  本書の面白さから勝手な妄想ばか り書 き散 らしたハ

これほどの「確信」があるだろうか。        明治以来の日本の科学者 ,山川健次郎,丘浅次郎 ,

数年前になるが,あ る所で渡辺先生にうかがった  モース,進化論が日本でどんな風にとり入れられた
ところによれば,先生が科学史に本気で取り組もう  かなどについての話も大変興味の深いものであった。
となさったのは,日 本が戦争に敗けた事が契機だち   昔の話というのは,今のわれわれに対 してつね FC
たそうである。当時,科学者としては既に第一線に  「鑑 (鏡 )」 の役害」を果すものなのである。
立ってかられたが, 日本の科学は西洋のそれに比べ

ハ ハ ハ ハ ハ ム ム ハ ハ ム ム ム パ ム ム ハ ハ ハ ハ ハ

得部消息〉                 教授会メモ

2月 理学部会合日誌        2月 18日 は淀例教授会
理学部 4号館 1320

2月 2日 (月 )主  任 会 議  1.30～ 3.Oo   l.前 回議事録の承認

9日 (月 )理 系 委 員 会  200～ 430   2.本 寄移動等報告
3.評議員改選

10日 (火)教 務 委 員 会  130～ 400
下郡山教授 (植物 ),西 島教授 (物理 )が選

10日 (クリ 将来計画委員会  300～ 500      出された。
16日 (月)理 職定 例交 渉 12.30～ 130   4 人事委員半数改選

海野教授 (天文 ),野田教授 (生化 )が選出18日 (水)人 事 委 員 会  11.00～ 1140
された。

″  教 授 会 上30～ 4.40 5.会計委員半数改選
25日 (水)主  任 会 議  11.00～ 2.00      浅田教授 (物理 ),飯 島教授 (地質 ),大木

教授 (化学 )が選出された。

6.人 事 委 員 会 報 告 (末元 )
7 教 務 委 員 会 報 告 (鈴木 )
8 将来計画委員会報告 (黒 田 )

ハハAハ
^^ハ
ムハハハハハハ

…

人  事  異  動     :

〔助手 〕

教 室   官職   氏   名  発令年月日    異  動  内  容      備 考
臨海実験所 助 手 小 林 浩 ±  5141 千葉大学助教授昇任         教 養 部
地   理     久 保 幸 大  513.1 助手に採用

〔講師以上 〕

教 室   官職   氏   名  発今年月日
数   学 助教授 小 松 彦二郎  5121 教育職 (→ 1等級 (東京大学教授理    ヽ

学部 )に昇任さtrる



―

2月 海 外 渡 航 者

所 属  官職  氏   名   渡 航 先 国  渡航期 間    渡  航  目  的
物  理 教 授 小 柴 昌 俊 ドイツ連邦共和国 2.23～3.5 陰‐陽電子衝突装置による物理学に関

するシンポジウム出席

化  学 教 授 朽 津 耕 三 アメリカ合衆 国 2.24～315 「 気相分子構造 Jに関するシンポジ
ウム出席及び研究連絡

物  理 教 授 藤 井 忠 男 イ タ リ ア 2.26～3 1l PEThi実 験 に関する会議出席及び
研究連絡

情報科学 助教授 国 井 利 泰 アメリカ合衆 国 2,28～3.15 ソフトウェア科学の研究現状調査
物  理 助 手 永 官 正 治 アメリカ合衆国 2.10    原子核物理学の研究

- 11. 1

物  理  助 手 中 村 健 蔵 ス   イ   ス 227    素粒子物理学の実験的研究
-52,2.26

地  球 助 手 新 田   劇し アメ リカ合 衆 国 229    熱帯気象の研究
-52,3. 2

理 学 博 士 学 位 授 与 者

専 門 課程    氏  名         論    文    題    目

物  理  学  伊 藤 浩 子   Nuclear OrientatiOn of Bismuth lsotOpes in BiMn(Bi Mn中 での Bi
同位元素の核偏極 )

同     木 下 一 彦  ナノ秒螢光偏光解消法における基礎的方法の開発と生体系への応用

同       金 久   実   Thermodynamic Analysis Of the Conformational Stability of
Globular Proteins(球状蛋白質の構造安定性の熱力学的解析 )

学 位 規 月り  殿 塚  勲  212PO,以
OP。
のα一崩壊

第 3条 2項該当

同    菊 地 正 幸  meoretical studies On the fOCal process of earthquakes:Appli一
cations of fractuve mechanics(震源過程の理論的研究一 破壊力
力の応用― )

同     羽田野 正 隆  地理学で使われる世界地図の投影法に関する研究
同     森 田 茂 之   A10p010gical classification of complex structureS On Sl× Σ2に 1

(sl xΣ
2「 1上の複素構造の位相的分類 )

TOpO10gy,14(1975),13-22に 発表

0)

● )
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編 集 後 記

今月は,記事が多く発行が若千お くれま した。
執筆者は特に御紹介する迄 もあ りませんが,OB(0
Gと 申すべきか ?)の 中村さんは,理学部化学を卒
業後′昭和39年 に生物化学の大学院を出,現在,三

菱化成生命科学研究所の社会生命科学研究室長です。

(中村 さんのエッセイの標題は編集部でつ くりまし

た )。 叉,森野先生は,財団法人 相模中央化学研究
所長 として御活躍中です。名誉教授の御近況の中で ,

藤井先生が,御寄稿の表題 についてコメントをのベ

られてお りますが,先生御指摘の通 り,御原稿 には
″
雑感
″ とい う題がついてお りました。只,編集部

の判断で,中 国人商人の ″尊い人″ とい う言葉が大
へん印象的でしたので,改題させて頂いたわけで他

意はありませんで した。先生及び読者の御了承 を得

られれば と存 じます。

又,本号 を以て,古生物写真の連載 も終 りま した。

花井先生 を中心 とする執筆陣の御努力に厚 ぐ感謝い

た します。 尚,裏 表紙の写真は,中 央事務の久我正

弘氏の御協力によるものです。

◇ ◇ ◇

早咲さの桜 もそろそろ散 りは じめる今 日此頃,今

期編集委員会 として最後の号をお届けするのは,い

ささかの感慨 をもよなさざるを得ません。植村先生

か ら新 しい形の広報をと,大変郵重な御依頼 を受け ,

新部長の熱意 1/Cほ だされてお引受け した当時,ま ず

第一に考え られた ことは, ″紙暦箱に捨て られない

小冊子
″
とい うことでした。見本 としては,ア ジア・

アフ リカ言語文化研究所の「 通信 」が大へん よくで

きているので参考とし,表紙の写真欄などもそれに
ヒン トを得ま した。ささやかなる体験 ですが,米国

の大学 などで講義をしていたとき配 られた学内ニュ

ースや広報の ようなもの も参考にしました。東大内

の各種の類似の刊行物 もとりよせてみま したが,当

時の ものは新方針にあまり参考 lFCな りませんで した。

福島先生に始まる理学部弘報の持味を失わず, しか

も新味 を出すのは,大変な仕事で した。

何 とか,理学部の皆さんに親 しまれ るものに した

い,お互何 をやつているかわからない とい う間隙を

なるべ く少な くしたい,理学部のいろいろな構成員

間の心の交流 を少 しでもはか りたい……… と,最初

はいろいろな考え方があ りま した。広報は一種の学

部内ジャーナリズムですが,世間のいわゆるジャーナ

リズムからは,たえず,数歩さがったおちついた姿

勢はとりつづけたつもりでおります。私自身は,諸
専門科学 1/6き わめてくらく,難 しい原稿は,正直の

ところ,内 容はわかりませんでしたが,何れも執筆
者に対する 100%の信頼の下に編集をすすめました。

只私が三号館の一角に所属 しており,山上会議所と

いう絶好の取材場所で食事をすることが多く(その

ためrC食事がまず くなつた被害者も少 くないときさ

恐縮の至りですが )無意識のうちに,執筆依頼がそ
れらの周辺 1/C偏 つたのではないかとおそれています。

次期編集委員 1/Cひ きつぎました先生方の顔写真つさ

の執筆台帳は, どの頁も半分以上埋つてお り,一人

で数編も御執筆頂いた方もあります。又,名 誉教授

の先生方からは,度 々御寄稿,御教授を頂き恐縮い

たしてお り楼す。只,大学院生前後の若い諸君や,

事務の方々にもう少し書いて頂きたかつたのが果せ

ず,残念に思います。
◇◇◇

編集後記の筆をおくにあたって一言御礼の言葉を

のべさせて頂きます。

第一1/C,全 く自由な編輯を委 して下さつた植村先

生, それに 3年 の間, 出張勝ちで生来散漫な私をよ

く助け,協力して下さつた清水,木下,猪木の共同
編集委員の先生方。

第二1/C,わがままな誰文をきき,執筆 して下さつ

たすべての執筆者。

第三に,裏 方に徹 して,貴重な記事をつ〈って下

さつた吉野事務長以下学部長室,学部事務,又 関係

各教室の事務の方々。

そして最後に,誠実な紙面作 りをして下さつた国

際文献印刷社及び林工房の関係者の方々。

以上の方々の御理解と庇護がなければこの広報は

今日迄存続 しなかったことでしょう。新年度か ら,

木下先生を中′い1/r,新 しい編集委員会で広報が続刊

されます。広報の一層の発展に夢を託しつつ, これ

を以て退陣のあいさつに代えさせて頂さます。

(小堀 巖 )

追伸 :今月で私と一緒に編集委員を去る猪木先生は

3月 末米国へ出張されましたので御 自身でごろい

さつを書けませんでしたが,皆 さんによろしくと

のことでした。
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